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NY マーケットレポート（2016 年 9 月 15 日） 
 

NY 市場では、序盤に発表された米小売売上高、ニューヨーク連銀指数が予想以上に悪化したことから、ドルがやや軟調な動きと

なった。しかし、同時に発表されたフィラデルフィア連銀指数が予想を大きく上回る結果となったことでドル買いも入り、安値

から堅調な動きとなった。その後は、米債券利回りが急上昇したことを受けて、ドル買い・円売りが優勢となり、ドル円・クロ

ス円は堅調な動きとなった。ただ、米小売売上高の悪化で、早期の利上げ観測が一段と後退したとの見方も広がり、終盤にかけ

てはドルが主要通貨に対してやや軟調な動きが続いた。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

20：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

英中銀政策金利 0.25％（予想 0.25%・前回 0.25%） 

 
出所：Bloomberg 

 

英中銀 

・「9対 0で政策金利を過去最低の年 0.25％に据え置いた」 

・「資産購入プログラム規模を全会一致で 4350 億ポンドに据え置き」 

・「MPC 過半数は今後の利下げ見込む、8月の見通し通りなら」 

 

英中銀議事要旨 

・「マカファーティー委員は、見通しは QE 拡大を保証しないが 8月の決定を覆すのはコストが大きいと主張」 

・「11 月の見通しが 8月と一致するなら、大半の委員が年内の追加利下げを支持するだろう」 

・「金融政策委、2016 年下期に GDP 成長率の鈍化は緩やかになると予想」 

・「第 3四半期の GDP 伸び率予想を前期比 0.1％から 0.3％へ修正」 

 

 

出所：Net Dania 
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21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

米新規失業保険申請件数 26.0 万件（予想 26.5 万件・前回 25.9 万件） 

 

米失業保険継続受給者数 214.3 万人（予想 215.0 万人・前回 214.2 万人） 

前回発表の 214.4 万人から 214.2 万人に修正 

 

 
出所：Bloomberg 

 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

16/09/10・・・260,000・・・ +1,000・・・260,750・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

16/09/03・・・259,000・・・ -4,000・・・261,250・・・・2.143,000・・・・1.6％ 

16/08/27・・・263,000・・・ +2,000・・・263,000・・・・2,142,000・・・・1.6％ 

16/08/20・・・261,000・・・ -1,000・・・264,000・・・・2,159,000・・・・1.6％ 

16/08/13・・・262,000・・・ -4,000・・・265,250・・・・2,145,000・・・・1.6％ 

16/08/06・・・266,000・・・ -1,000・・・262,750・・・・2,175,000・・・・1.6％ 

16/07/30・・・267,000・・・ +1,000・・・259,750・・・・2,160,000・・・・1.6％ 

16/07/23・・・266,000・・・+14,000・・・256,500・・・・2,141,000・・・・1.6％ 

16/07/16・・・252,000・・・ -2,000・・・257,500・・・・2,144,000・・・・1.6％ 

16/07/09・・・254,000・・・    0・・・259,000・・・・2,132,000・・・・1.5％ 

16/07/02・・・254,000・・・-16,000・・・264,750・・・・2,153,000・・・・1.6％ 

受給者数は集計が 1週間遅れる 

 

米失業保険申請件数は、前週比+0.1 万件の 26.0 万件となり、2 週ぶりに増加したが、節目となる 30 万件を 80 週連続で下回っている。

申請件数の 4週移動平均は、前週比-500 件の 26万 750 件。また、集計が 1週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比+0.1 万人の 214.3

万人となり、2週ぶりの増加となった。受給者総数の 4週移動平均は、前週比-0.8 万人の 214 万 6750 人。受給者比率は前週比横ばいの

1.6％だった。 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月米小売売上高（前月比） -0.3％（予想 -0.1%・前回 0.1%） 

前回発表の 0.0％から 0.1％に修正 

 

8 月米小売売上高[除自動車]（前月比） -0.1％（予想 0.2%・前回 -0.4%） 

前回発表の-0.3％から-0.4％に修正 
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出所：Bloomberg 

 

≪米小売売上高≫ 

            8 月・・7月・・6月・・5月・・4月・・3月・前年同月 

小売売上高・・・・・・-0.3・・0.1・・0.7・・0.2・・1.2・・-0.3・・ 3.0 

除く自動車・・・・・・-0.1・・-0.4・・0.8・・0.3・・0.9・・0.4・・ 2.8 

自動車・部品・・・・・-0.9・・1.7・・0.5・・-0.3・・2.6・・-3.1・・ 1.4 

建設資材等・・・・・・-1.4・・-0.7・・3.8・・-2.6・・-1.6・・-0.5・・2.2  

食品・飲料・・・・・・ 0.3・・-0.4・・0.1・・0.2・・1.2・・-0.5・・1.7  

総合小売店・・・・・・ 0.0・・-0.1・・0.2・・-0.5・・0.2・・0.4・・-0.7 

大規模小売店・・・・・-0.6・・-0.4・・0.0・・-0.9・・0.4・・-0.7・・-5.0  

無店舗小売店・・・・・-0.3・・0.7・・0.1・・1.8・・2.8・・0.7・・10.9 

その他小売店・・・・・-2.4・・0.3・・-0.3・・-1.2・・2.5・・2.1・・-0.4 

（前月比％） 

 

8 月の米小売売上高は、前月比-0.3％の 4563 億 2100 万ドルとなり、今年 3月以来 5ヵ月ぶりのマイナスとなった。前年同月比では+1.9％

となった。品目・業種別では、主力の自動車・同部品が-0.9％と 3 月以来の大きな減少率となり、無店舗小売りも-0.3％で昨年 1 月以

来の低水準となった。そして、家具・装飾が-0.7％、建材・園芸が-1.4％、ガソリンスタンドが-0.8％となった。変動が大きい自動車・

同部品を除く売上高は、-0.1％と市場のプラス予想に反し減少となった。前年同月比では-2.0％だった。 

 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9 月ニューヨーク連銀製造業景気指数 -1.99（予想 -1.00・前回 -4.21） 
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出所：Bloomberg 

 

≪ＮＹ連銀製造業景気指数≫ 

現状） 

        9 月・・・8月・・・7月・・・6月・・・5月・・・4月 

業況・・・・・ -1.99・・-4.21・・ 0.55・・  6.01・・ -9.02・・ 9.56 

仕入価格・・・ 16.96・・15.46・・18.68・・ 18.37・・ 16.67・・19.23 

販売価格・・・  1.79・・ 2.06・・ 1.10・・ -1.02・・ -3.13・・ 2.88 

新規受注・・・ -7.45・・ 1.04・・-1.82・・ 10.90・・ -5.54・・11.14 

出荷・・・・・ -9.38・・ 9.01・・ 0.70・・  9.32・・ -1.94・・10.17 

在庫・・・・・-12.50・・-4.12・・-8.79・・-15.31・・ -7.23・・-4.81 

雇用者数・・・-14.29・・-1.03・・-4.40・・  0.00・・  2.08・・ 1.92 

6 ヵ月先の見通し） 

        9 月・・・8月・・・7月・・・6月・・・5月・・・4月 

業況・・・・・・34.53・・23.74・・29.24・・34.84・・ 28.48・・29.40 

仕入価格・・・・41.07・・25.77・・26.37・・29.59・・ 28.13・・27.88 

販売価格・・・・20.54・・ 9.28・・ 7.69・・ 7.14・・  6.25・・ 5.77 

新規受注・・・・31.89・・27.37・・29.05・・38.24・・ 22.43・・36.55 

出荷・・・・・・21.19・・27.95・・29.84・・29.13・・ 24.37・・37.18 

在庫・・・・・・-0.89・・ 5.15・・-3.30・・ 3.06・・  0.00・・-1.92 

雇用者数・・・・ 7.14・・-6.19・・ 1.10・・-2.04・・ 10.42・・13.46 

同指標はゼロが景況の分岐を示す 

 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月米生産者物価指数（前月比） 0.0％（予想 0.1%・前回 -0.4%） 

 

8 月米生産者物価指数[コア] 0.1％（予想 0.1%・前回 -0.3%） 

 

8 月米生産者物価指数（前年比） 0.0％（予想 0.1%・前回 -0.2%） 

 

8 月米生産者物価指数[コア] 1.0％（予想 1.0%・前回 0.7%） 
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出所：Bloomberg 

 

8 月の米生産者物価指数は 、モノとサービスを合わせた総合指数が前月比横ばいとなり、市場予想を下回る結果となった。前年同月比

でも横ばいとなった。サービス分野の価格が上昇したが、食品などを中心にモノの価格が下落した。変動の激しい食品とエネルギーを

除いたベースは、前月比+0.1％となり、前年同月比では+1.0％となった。食品とエネルギー、貿易サービスを除いたベースは前月比+0.3％、

前年同月比では+1.2％と 2014 年 12 月以来の大きな上昇率となった。モノは前月比で-0.4％、前年同月比では-2.1％、食品は-1.6％と

2013 年 4 月以来の大きな下落率、エネルギー価格は前月比-0.8％。サービスは+0.1％となり、うち貿易は-0.6％、輸送・倉庫は-0.4％。   

 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9 月フィラデルフィア連銀景況指数 12.8（予想 1.0・前回 2.0） 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪フィラデルフィア連銀指数≫ 

         9 月・・ 8 月・・ 7 月・・ 6 月・・ 5 月・・ 4月  

景況指数・・・ 12.8・・  2.0・・-2.9・・  4.7・・ -1.8・・ -1.6 

仕入価格・・・ 20.6・・ 19.7・・ 9.9・・ 23.0・・ 15.7・・ 13.2 

販売価格・・・  9.7・・  7.1・・ 0.3・・  3.9・・ 14.8・・  7.4 

新規受注・・・  1.4・・ -7.2・・11.8・・ -3.0・・ -1.9・・  0.0  

出荷・・・・・ -8.8・・  8.4・・ 6.3・・ -2.1・・ -0.5・・-10.8 

受注残・・・・-10.8・・-15.0・・ 1.9・・-12.6・・ -8.8・・ -6.3 

入荷遅滞・・・ -9.3・・ -3.8・・ 1.3・・- 8.3・・-14.6・・ -9.9 

在庫水準・・・-26.2・・ -9.2・・-4.3・・ -9.9・・ -2.5・・-20.5 

雇用者数・・・ -5.3・・-20.0・・-1.6・・-10.9・・ -3.3・・-18.5 

6 ヵ月先予想  

       9 月・・ 8 月・・7月・・ 6 月・・ 5 月・・ 4 月 

景況指数・・・37.5・・45.8・・33.7・・29.8・・ 36.1・・42.2 

仕入価格・・・42.1・・29.1・・26.4・・37.8・・ 24.8・・36.7 

販売価格・・・33.4・・13.9・・24.1・・16.5・・ 10.5・・22.6 

新規受注・・・36.7・・44.9・・29.2・・29.9・・ 39.9・・48.7 

出荷・・・・・30.5・・51.0・・27.2・・32.2・・ 37.9・・41.0 

受注残・・・・ 9.7・・ 3.2・・12.1・・-0.6・・ 14.5・・15.8 

入荷遅滞・・・ 8.5・・-2.2・・ 0.5・・ 2.4・・ -2.2・・ 0.5 

在庫水準・・・ 6.3・・-7.3・・ 0.3・・-3.1・・-12.0・・-3.9 

雇用者数・・・24.9・・12.9・・12.8・・11.2・・ 12.0・・14.2 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2Q 米経常収支 -1199 億 USD（予想 -1210 億 USD・前回 -1318 億 USD） 

前回発表の-1247 億 USD から-1318 億 USD に修正 

 

出所：Bloomberg 

 

4-6 月期の米経常収支では、赤字額が前期比-9.1％の 1198 億 8500 万ドルとなり、2期ぶりに縮小した。経常赤字の GDP に占める比率は

2.6％となり、前期から 0.3 ポイント低下した。海外からの投資が大幅に増えたことが赤字額縮小の要因となった。そして、モノとサー

ビスを合わせた赤字額は、ほぼ横ばいの 1252 億 4800 万ドルとなった。第 1次所得収支の黒字は+26.3％の 429 億 4800 万ドル。 

資本収支では、資本流入が+3503 億 6800 万ドル、資本流出が+2936 億 9500 万ドル。 
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22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月カナダ中古住宅販売件数（前月比） -3.1％（前回 -1.3%） 

 

 

 

22：15 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月米鉱工業生産（前月比） -0.4％（予想 -0.2%・前回 0.6%） 

前回発表の 0.7％から 0.6％に修正 

 

8 月米設備稼働率 75.5％（予想 75.7%・前回 75.9%） 

 

 
出所：Bloomberg 

 

≪米鉱工業生産・設備稼働率≫ 

         8 月・・7月・・6月・・5月・・4月・・3月 

鉱工業生産・・・-0.4・・0.6・・0.5・・-0.2・・ 0.5・・-1.0 

製造業・・・・・-0.4・・0.4・・0.2・・-0.2・・ 0.1・・-0.4 

鉱業・・・・・・ 1.0・・0.2・・0.3・・ 0.8・・-2.9・・-2.2 

 

最終財・・・・・-0.3・・0.3・・0.5・・-0.3・・ 1.2・・-1.0 

原材料・・・・・-0.5・・0.9・・0.6・・ 0.0・・-0.2・・-0.9 

 

設備稼働率・・・75.5・・75.9・・75.5・・75.1・・75.2・・74.9 

製造業・・・・・74.8・・75.2・・75.0・・74.8・・75.1・・75.0 

鉱業・・・・・・76.2・・75.2・・74.7・・74.2・・73.4・・75.3 

 

8 月の米鉱工業生産指数は、前月比-0.4％と 3 ヵ月ぶりのマイナスとなった。製造業が-0.4％と 3 ヵ月ぶりのマイナス、電力・ガスが

-1.4％、鉱業は+1.0％と 4ヵ月連続のプラス。製造業のうち耐久財が-0.6％、非耐久財が-0.2％。食品・飲料は+0.3％となった。また、

8月の設備稼働率は、前月比 0.4ポイント低下の 75.5％と 2ヵ月ぶりの低下となった。 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7 月米企業在庫（前月比） 0.0％（予想 0.1%・前回 0.2%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

≪米企業在庫≫ 

         7 月・・6月・・ 5 月・・4月・・ 3 月・・2月・前年同月比 

企業在庫・・・・・ 0.0・・0.2・・ 0.2・・ 0.1・・ 0.3・・-0.1・・ 0.5 

製造業・・・・・・ 0.1・・0.0・・-0.1・・-0.1・・-0.1・・-0.4・・-2.9  

小売業・・・・・・-0.3・・0.4・・ 0.5・・-0.1・・ 0.9・・ 0.7・・ 4.4 

卸売業・・・・・・ 0.0・・0.3・・ 0.2・・ 0.7・・ 0.2・・-0.6・・ 0.5 

 

         7 月・・6月・・5月・・4月・・3月・・2月・前年同月比 

企業売上・・・・・-0.2・・1.0・・0.3・・0.8・・ 0.2・・-0.3・・-0.8 

製造業・・・・・・-0.2・・0.6・・0.1・・0.4・・ 0.3・・-0.6・・-3.0 

小売業・・・・・・ 0.1・・0.8・・0.1・・1.4・・-0.3・・ 0.1・・ 2.0 

卸売業・・・・・・-0.4・・1.7・・0.7・・0.8・・ 0.6・・-0.2・・-1.0 

 

7 月の米企業在庫高は、前月比横ばいの 1兆 8131 億 5400 万ドルとなった。前年同月比では+0.5％。業種別では、小売業が前月比-0.3％、

卸売業は 0.0％、製造業は+0.1％。自動車・同部品を除く小売業は-0.3％、自動車・同部品が-0.2％、家具・家電が-0.1％、服飾が-0.3％、

建材・園芸は+0.6％、食品・飲料は 0.0％。企業売上高は、前月比-0.2％の 1兆 3036 億 100 万ドル、前年同月比では-0.8％。業種別で

は、小売業が+0.1％、製造業が-0.2％、卸売業は-0.4％。在庫高は売上高の 1.39 ヵ月分に相当し、前月から横ばいだった。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①スイス中銀（スイス国立銀行）は、中銀預金金利は-0.75％に据え置き、3ヵ月物 LIBOR の誘導目標は-1.25～-0.25％に維持した。中

銀は声明で「スイスフランは依然として大幅に過大評価されている」と指摘した。またマイナス金利を維持し、為替介入を辞さない

構えを示していることについて「フランへの投資の魅力を削ぎ、フラン相場の上昇圧力を抑制することが目的だ」と説明した。また、

英国の EU 離脱決定で、世界経済の見通しを評価することがより困難になったと指摘。英国とユーロ圏の成長率見通しを引き下げたこ

とを明らかにし、「様々な構造問題があり、世界経済のリスクは下向き」との見方を示した。 

 

②EU 統計局が発表した 7月のユーロ圏貿易収支は、季節調整前で 253 億ユーロの黒字となった。黒字額は前年同期の 311 億ユーロを下

回ったが、市場予想の 50 億ユーロ黒字は上回った。輸出は前年比-10％、輸入は-8％となった。 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、米国の早期利上げ観測の後退が投資家心理を支え、主要株価は堅調な動きとなった。また、英 FT100 指数は、英中銀

が年内の追加利下げの可能性を示したことなどで、買い安心感が広がった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

NY 金は、来週の米 FOMC を控えて、金融政策の先行き不透明感が強まり、積極的な買いが手控えられ、中心限月が前日比 8.10 ドル安の

1オンス＝1318.00 ドルで取引を終了した。また、ドルがユーロなどに対して堅調に推移したことから、ドルの代替資産としての需要も

後退した。 

 

 
出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

 

NY 原油は、米南部と東海岸をつなぐ油送が一時停止し、ガソリン先物が大幅上昇したことにつられて買いが優勢となり、中心限月が前

日比 0.33 ドル高の 1バレル＝43.91 ドルで取引を終了した。また、米国株の値上がりも下支え要因となり、3営業日ぶりに反発した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、最近の株価下落傾向を受けて値頃感から買い戻しが入る一方、米小売売上高や生産者物価指数が市場予想を下回ったこ

とを嫌気した売りが出て、序盤はもみ合いの動きも見られた。ただ、米国の早期利上げ後退観測を背景とした買いが優勢となり、主要

株価は堅調な動きとなった。また、原油価格の上昇も押し上げ要因となった。 

 

 
出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米経済指標がまちまちの結果となったことから、ドル/円は序盤に乱高下する場面もあった。ただ、米債券利回りの上

昇を背景にドル買い・円売りとなり、ドル円・クロス円は比較的堅調な動きとなった。そして、上昇一巡後は、円を買い戻す動きが優

勢となり、ドル円・クロス円はやや上値の重い動きが続いた。 

 

 

出所：総合分析チャート 
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